
農
曲
牢
博
志

西

門

義

一三八一一一
v

ヒ
メ
ヤ

レ
ヤ
プ

レ

の
褐
琉
病
菌
に
就
き
て

宮

脇

雲

夫

匂
宅
雪
t
h
hヨ民営。。

ヒ
メ
ヤ
シ
ヤ
M
J
L
V

は
山
内
F

シ
バ
リ
心
名
を
以
て
知
・
ら
れ
砂
防
地
、
情
薄
林
地
等
の
詰
林
上
京
一袋
持
仏
役
割
h
L
演
や
る
も
P
で
あ
る
。
岐
阜
替

林
署
部
内
側
ケ
原
市
聞
に
撫
背
中
の
ヒ
メ
ヤ
シ
ヤ
グ
シ
の
苗
が
枯
損
す
る
か
ら
と
て
昭
和
二
ご
年
一

O
月
伺
餐
林
署
か
ら
英
被
符
を
港
附
し

原
閃
の
調
読
を
依
頼
せ
ら
れ
.
た
。
共
標
本
に
就
き
て
被
待
部
分
を
鏡
検
し
た
出
向
、
下
記
二
種
の
菌
を
特
た
。
以
下
此
二
菌
に
就
き
て
記
載
す

る。

p
g
S
5・

M
M

・

p-
区目白
E

S

F
ヲ
コ
叫
・

0
∞
苫
】

p
g
E貝
r

M

M

・
k
p
d

字
国
・

E
a
-
H
F
司・

ga・
〈
同
∞
∞
。

k
F
F
F
M
S
図
書

-
F
E
N
-回
F
e
a
g
a
s
閃
弓
言
。
閣
・
国
。

3
2・
唱
・
4
S
・

2
8
C

d
H宮凶同

2
5
H・
戸

-w。
】
・
貯
%
r
g
ヲ
回
目
先

-E-M回
目
〈
L
P
ヲ
削
同
臼
|
担
。
曲
川
区
)

病
償
‘
先
づ
楽
に
揮
一

l
ご
粍
の
小
補
色
世
間
が
表
は
れ
る
。
此
班
離
は
岡
形
叉
は
之
に
近
く
尉
雄
健
全
部
と
の
境
の
判
然
し
た
物
も
あ
る

が
せ
危
い
物
も
あ
る
‘
斑
賭
内
部
は
刷
縁
部
よ
り
込
淡
色
で
あ
る
、
共
後
病
班
は
増
大
レ
て
何
五
粍
内
外
と
な
る
。
一
葉
に
多
数
の
病
班
を

一一4

四
九

ヒ
メ
ヤ
シ
ヤ
プ
シ
の
褐
斑
鯖
積
に
就
き
て



ヒ
メ
ヤ
ク
ヤ
グ
シ
の
穐
湾
民
薗
に
就
き
て

=一五
G

生
占
y

る
事
が
あ
り
、
被
害
の
甚
し
い
棄
は
期
に
先
O
て
落
下
す
る
。
第
三
闘
の
思
民
は
昭
和
一
四
年
六
月
著
者
の
一
人
が
岐
阜
密
林
署
開
ケ

原
苗
圃
で
英
被
害
枇
況
を
調
高
し
た
際
に
撮
影
し
た
物
で
中
央
左
方
に
は
落
葉
し
た
苗
の
見
ゆ
る
の
は
本
病
の
被
害
で
あ
る
。

病
菌
の
形
態
、
被
害
棄
の
切
片
に
就
き
て
鏡
検
す
る
と
第
一

1
ご
闘
に
示
す
様
に
共
裏
面
に
一
一
組
の
柄
子
殻
が
認
め
ら
れ
る
。
此
柄
子
殻

は
球
形
で
僅
か
に
突
出
し
た
社
口
で
表
皮
外
に
開
孔
す
る
。
極
安
「
A
W
C
h
H

高

さ

き
l
a
E
殻
壁
は
普
通
三
屠
位
の
細
胞
か
ら
左
り
其
厚
さ

TEHf
外
部
は
浪
補
色
で
内
部
は
殆
ん

E
無
色
、

内
に
柄
胞
子
を
形
成
す
る
。
柄
胞
子
は
無
色
鞭
歌
、
多
く
は
一
方
に
聾
曲
し
、
中
央
部

梢
K

太
く
雨
端
に
揃
尖
し
、
殊
に
先
端
は
細
ま
り
基
部
は
梢
々
太
〈
勢
形
を
呈
す
る
。
(
第
四
・
九
闘
参
附
…
〉
一
一
一
la--
五
個
の
横
隔
膜
を
有
し
踊

膜
部
に
は
溢
れ
は
な
い
。
内
に
数
個
の
頼
栓
が
あ
る
・
胞
子
は
長
さ
お

l
g廷
で
五

O
個
の
平
均
は
色
、
幅

M-qlω
主
で
あ
っ
た
・
萎
芽

エ
キ
ス
寒
天
培
養
基
上
に
形
成
さ
れ
た
胞
子
は
長
さ
曽
!
也
、
幅
N
・
T-ω
主
で
あ
っ
た
。

本
菌
の
胞
子
は
容
易
に
蜜
芽
す
る
。
第
五

i
六
固
に
示
す
様
に
費
芽
に
際
し
て
は
胞
子
の
幅
は
著
し
く
膨
穴
し
串
i
J旬
、
一
に
建
し
隔
膜
郁

で
著
し
く
値
れ
を
表
は
し
‘
各
細
胞
が
長
楕
困
形
b
E

呈
す
る
。
共
各
か
ら
費
芽
管
を
生
十
る
事
が
多
い
。
護
芽
管
は
無
色
で
幅

uwiω
川知
、
で

あ
る
。
共
純
梓
培
養
に
於
て
は
無
色
の
空
中
薗
気
の
墜
富
た
堆
き
菌
綜
塊
が
出
来
る
が
共
生
長
は
遅
々
で
あ
る
。
第
七
闘
は
馬
鈴
薯
煎
汁
寒

天
に
二
問
度
一

0
日
間
培
養
し
た
菌
叢
を
示
す
。
共
後
着
色
し
黒
費
す
る
、
柄
子
殻
を
形
成
す
る
が
共
形
は
不
整
で
あ
る
、
内
に
分
生
胞
子

を
形
成
す
る
。
第
四
国
は
斯
く
し
て
萎
芽
エ
キ
ス
寒
天
培
養
基
土
に
形
成
さ
れ
た
分
生
胞
子
伝
承
す
物
で
あ
る
。

供
試
標
本
、
ヒ
メ
ヤ
シ
ヤ
プ
シ

E
B
b
-事
:
・
司
、
ミ
ミ
eha)
の
被
害
葉
、
岐
阜
腕
閥
ケ
原
で
替
林
署
苗
固
に
費
生
、
昭
和
三
平

一
O
月
七
日
岐
阜
営
林
署
か
ら
迭
附
。
問
、
昭
和
一
四
年
六
月
一
七
日
向
上
高
闘
で
西
門
義
一
採
集
。

病
菌
の
名
樹
、

khhS両
国
喝
の
植
物
に
省
生
す
る

hw唱
さ
旨
嵐
菌
で
従
来
知
ら
れ
た
物
は
凶
櫨
類
b
る
。
印
ち
(
同
)
匂
・
白
ぎ
.
S
h
a
n
g
r
m



寄
主
及
分
布

伊
太
利
及
西
班
牙
に
於
て

hhaguXE陣営
ε白
の

E
E目
・
の
葉
に
生
や
る
。
本
邦
に
於
て
は
ヒ
メ
ヤ
シ
プ
シ

h
・」♂

.3a

G
v
b
・

s.匂

2
2
9
8匂・
h
h
s
.
m
g
-
及
び
(
串
)
句

-
a
h
a
q
b
E
a
p
a
a
開

4
5
5で
鵡
三
者
陥
伊
幽
で

K
E
ミ
E
3
3

の
棄
に
最
後
の
菌
は
北
米
で
〉
・

2
σ
E
の
葉
に
寄
生
す
る
・

(一〉

hw・
え
ま
.2ha
は

の
き
自
己
∞
コ
〉
氏
が

国
自
民
凶
・

σ
o
o
r
o同
国
同
由
民
叩
宮

司
E
包・

MM・
8
-
に
記
さ
れ
た
物
で

ω
P
R
-
s
z
-
w
ω
H
印
。
。
に
は
英
聞
及
伊
岡
に
殻
生
し
つ
病
斑
は
淡
色
、
棉
色
叉
は
暗
色
、
圃
形
五
!
七

粍
、
柄
子
殻
は
小
形
、
散
在
、
b
T
担
生
、
黒
色
突
出
、
胞
子
は
楕
聞
紙
直
又
は
智
形
」
と
b
る
か
‘ら
著
者
の
菌
と
は
一
致
せ
ぬ
。
士
一
)
匂
・

ahahぬ
s
a
は

E
6
2冒
E

2君
。
〉
氏
が
き
岳
己
U
T
M誌
に
記
載
し
た
物
で

M
5
3ロ・
ω
目
。
。
。
に
は
「
梢
子
殻
は
船
欣
散
在
、
レ
シ
ズ

紙
黒
色
、
胞
子
は
短
赫
蹴
聾
曲
、
南
端
尖
い
ち
X
0
・8h』
単
胞
無
色
」
と
あ
り
著
者
の
菌
と
は
完
く
具
る
。

(
問
)
匂

-ah草
川

-a白
は
何
回
H
F

開
4
固

E
旨
H
(
呂
志
〉
南
氏
が
記
載
し
た
物
で
共

ω
R
n
L『
ロ
ロ

uu・
』
め
に
は

『
病
班
は
赤
棉
、
柄
子
殻
は
上
菌
性
額

g
l
M
g
h
H、
胞
子
は

泊
中

lgvhωhh
頼
粒
多
く
著
し
く
笥
曲
す
』
と
あ
り
著
者
の
菌
と
は
異
な
る
。

hw-az・
r
g
S
5
2雪
。
v

は
V
両
日

n
z
-
E
F
M
V・
口
吋
に
記
さ
れ
た
物
で

け
ば
代
精
色
、
上
面
生
、
柄
子
殻
は
散
在
、
貼
紙
、
胞
子
は
樟
紙
叉
は
梢
島
根
棒
欣

ωのl
ω
u
x
M・0
l
I
同
・
旬
、
無
色
油
精
あ
り
」
と
さ
れ
て
居

ω
R
n・
ω司ロ・
H
H
H・
同

Y
8
0
に
は
「
病
艇
は
略
々
固
形
乾

る
、
著
者
の
菌
は

hh-K吋『事白〈・

3
R注
意
3
2
の
葉
の
下
面
に
柄
子
殻
の
形
成
さ
れ
且
胞
子
の
録
曲
し
て
居
る
が
上
記
問
菌
の
内
で
は
該

菌
と
最
も
近
似
の
様
で
あ
る
か
ら
暫
く
此
菌
名
を
採
用
す
る
事
に
す
る
e

予
言
虞

h
S
S
3
E
の
葉
に
褐
班
病
生
起
す
。

凶
、
本
菌
の
培
養
的
性
質

被
害
標
本
の
病
斑
部
の
柄
胞
子
を
皐
胞
培
養
に
よ
り
て
こ
系
統
を
分
離
し
た
。
之
宮
削
ひ
て
一

，%
菱
芽
エ
キ
ス
悪
天
、
及
び
陪
押
齢
薯
煎
汁

ヒ
メ
ヤ
シ
ヤ
プ
シ
の
禍
斑
病
菌
.に
就
き
て

一二五一



民
メ
ヤ
シ
ヤ

f-v
の
禍
滋
鋳
高
閣
に
就
き
℃

寒
天
斜
蘭
培
養
基
に
移
植
し
移
植
後
は
直
ち

に
輝
氏
五
度
よ
り
一
一
一
八
度
に
至
る
一

O
階
級

。
定
温
桜
花
永
れ
、
各
温
度
に
つ
い
て
試
験

管
培
養
三
本
を
供
用
し
一

0
日
間
培
養
の
結

-呆
b
L

記
録
し
た
。
共
の
結
果
は
第
一
及
第
二

表
の
如
〈
で
あ
る
。
表
中
薗
叢
費
育
温
度
に

於
け
る
菌
叢
の
費
古
聞
は
各
温
度
の
聞
に
平
面

的
色
品
数
字
的
発
砲
費
は
殆
ん
H
C
認
め
ら
れ
去
か

っ
た
設
、
共
の
程
度
を
(
+
て
ハ
一
V

を
以

て
表
し
た
。
叉
柄
子
殻
の
形
成
及
柄
胞
子
の

形
成
の
科
度
も
亦
(
+
て
(
一
V

で
表
し
た
。

英
一
匂
日
間
培
養
冶
一結
果
は
一
表
必
・
如
〈
で

あ
る
。一

μ萎
茅
煎
汁
寒
天
培
養
基
に
於
け
る

0
日
間
培
養
後
輩
育
欣
況
は
第
}
六
四
七
の

一
事
閣
で
は
五
度
以
下
で
は
費
有
ぜ
子
、

Septoria Alni菌の種kの温度に於ける菌叢費育

薗撃投育、柄子器及柄胞子形成の程度〈斗C日閉熔養〉

第一表

〈英一〉

五

眠 時トo115 : 20 I 241 zl 1却|ぉ|ぉ|ぉ
一 土 ++ ++ ++ + 土 一

M通キえ 柄子議形成 一 一 * ++ ++ 土 一 ー

1647 
芽理支堅 柄子~成 一 一 付+ +H ω ++ ++ 一 一 一

(1) 
，喝 菌叢畿脊 -1++1榊 ++ * 榊 ++ + 土 一
鈴事事 柄子容形成 + ++ + + 一 一 一l

空襲
天 柄子形成 ++ + 一 ー 一 ー

一-.:11.薗望E護育 ー + tH tH ++ ++ + + 土 一
ラ4キ

柄子 e 土
愛議 一 一 一 一 一 一 ー 一 一

1647 芽天 柄 子 一 一 一 一 一 一
く3)

鎗毘 菌 叢 愛育 + ++ tH + + 土一 ー

事面 柄子語形成 一 一 一 一 + ー 一 一 一 ー
望竪
支 柄子形成 一 ー 一 一 一 一 一 ー 一 ー

は各温度に於ける比健の程度(+)、てー〉備考



V

』
メ
ヤ
シ
ヤ
プ
シ
の
荷
車
唖
富
岡
薗
に
就
き
て

一二五三一

。
虚
に
於
て
は
僅
か
に
費
宮
内
す
る
も
議
中
菌
糸
の
み
深
〈
培
養
基
中
に
侵
入
し
答
申
菌
糸
は
完
〈
な
い
。
温
度
上
昇
と
共
に
護
育
は
盛
ん
と

な
り
基
中
薗
告
示
は
情
深
く
侵
入
し
無
色
で
接
種
部
の
み

u
g
S
胃
2
ロ

何
れ
の
温
度
に
て
も
殆
ん
ど
念
い
、
只
二
問
、
二
七
及
一
一
一

O
度
の
み
に
は
接
種
部
が
堆
く
白
色
輯
密
左
宰
中
菌
糸
を
生
や
る
。
柄
子
殻
は
一

に
着
色
し
二
四

l
二
七
度
が
最
も
良
〈
着
色
す
る
。
空
中
菌
糸
は

五
度
以
上
三
O
度
以
下
の
温
度
で
形
成
さ
れ
接
種
部
の
周
囲
に
小
黒
離
を
な
し
二
四
度
で
は
全
商
に
形
成
さ
れ
る
。
第
一
六
四
七
の
戸
一
一
系
商

白
護
育
は
前
記
の
菌
よ
り
も
概
し
て
不
良
で
基
中
菌
糸
の
着
色
も
認
め
ら
れ
歩
、
空
中
菌
糸
或
は
柄
子
殻
の
形
成
も
殆
ん

E
之
官
認
め
な
い
。

馬
鈴
薯
煎
汁
寒
天
培
養
基
に
於
降
り
る
一

0
日
間
培
養
後
の
費
吉
岡
駅
況
は
第
一
六
四
七
の
一
系
菌
に
於
て
は
五
度
で
は
完
〈
費
宵
せ
や

-o

ーロ一

O
度
で
蜜
宵
す
る
・
温
度
の
上
昇
と
共
に
費
育
は
良
好
と
念
り
二
七
度
が
最
良
で
、
菌
叢
は
培
養
基
を
引
付
け
る
感
が
あ
り
塊
状
に
隆

起
し
凹
凸
を
生
や
る
事
茜
だ
し
い
。
基
中
薗
糸
の
着
色
は
五
度
か
ら
認
め
ら
れ
温
度
の
上
昇
と
共
に
様
色
を
加
へ
二

Q
土
一
七
度
で

U
Z
ロ

一
五

i
三
三
度
で
柄
子
殻
の
形
成
を
認
め
た
。
第
一
六
四
七
の
三
系
に
が
、
て

旬。

gzvσznw
と
な
る
。
空
中
菌
糸
は
白
色
傾
密
で
あ
る
。

は
其
蜜
育
概
況
は
一
系
と
略
同
様
で
あ
る
が
菌
叢
は

F
5
r
E
2
乃
至
名
。
邑
げ

2
3
・
に
着
色
す
る
。
柄
子
殻
の
形
成
は
時
ん
ど
之
乞

部
め
得
念
い
。

1') 

周
忌
た
目
白
『
丸

a
s
~
1
S
E
S
-
-宅・

シ
メ
ヤ
シ
ヤ
プ
シ

h
s
s
b
s
:ミ・
2
主
き
e
E
の
棄
に
前
記
訟
も
き
白
吉
.
菌
の
寄
生
に
よ
る
病
班
と
時
同
桜
友
病
斑
一
宮
形
成

す
る

h
w
e
伽
ミ
白
主
白
菌
の
被
害
が
あ
る
。

病
積
、
病
斑
は
前
記

hu主
主
a
嶋
菌
の
寄
生
に
よ
る
病
班
と
時
同
様
で
額
二
粍
内
外
国
形
褐
色
の
小
斑
裁
と
し
て
表
は
れ
る
。
病
勢
の



ヒ
メ
ヤ
シ
ヤ
プ
シ
の
祖
情
理
時
間
直
に
就
き
て

一一一五回

可
な
り
謹
ん
だ
も
の
の
中
に
は
小
黒
舶
を
生
じ
検
鏡
の
結
果
夫
が
柄
子
殻
で
あ
る
事
が
判
っ
た
。

形
態
、
柄
子
世
窓
生
し
初
め
表
皮
下
に
生
じ
後
之
を
破
っ
て
短
か
い
孔
ロ
を
突
出
し
胞
子
を
飛
散
す
る
。
柄
子
殻
の
大
さ
は
僅
叶
。
1

3
u高
さ

H
O
l
z
f
で
時
球
形
で
あ
る
。
般
壁
除
)
}
}
1
1
周
暦
の
暗
色
の
細
胞
騎
か
ら
E
h
v内
に
柄
胞
子
を
形
成
す
る
。
柄
胞
子
は
長
楕
固
形
に

し
て
一
隔
膜
を
有
し
二
胞
と
な
り
内
部
に
多
数
の
油
滴
乞
含
み
無
色
乃
至
淡
鹿
色
を
呈
し
両
端
鈍
顕
或
は
僅
か
に
尖
る
。
長
さ
叫
ん
ア
l
H
U
・0
E

幅

ω
l恥
廷
で
五

O
個
の
胞
子
測
定
の
平
均
は
ロ
-
M
U
×
ω・
叶
旬
、
で
あ
る
。
普
通
頂
部
に
三
本
の
織
毛
を
有
す
る
・
織
毛
は
無
色
繊
細
で
長
さ

ア
~ 
E 

幅

ヒミ
メ曲

ヤ~

主主
プ語
シ。

ド胞

ET  
~強
語芽
a 前
タ著

ヨしs: t 
Q:蝉~

3宗
a 員

長と
害隔
莞膜

岐I'i
阜著
牒し

事ム
空事
管Ji
埜ゅ
宣る
問。

圃
に
蜜
生

昭
和

年

供
試
標
本
、

O
月
岐
怠
・
営
林
署
か
ら
匙
附
。
問
、
昭
和
一
四
年
六
月
向
上
苗
圃
で
西
門
義
一
採
集
。

病
菌
の
名
輔
、
上
記
の
形
態
か
ら
本
薗
の
所
属
b
E
求
め
る
と
共

kha--内
在
青
島
菌
に
類
し
胞
子
の
一
端
に
三
個
の
繊
毛
を
保
有
す
る
黙

か
ら
勾

S・
ha長
属
菌
な
る
事
は
疑
が
な
い
。
該
国
腐
は

F
E
E
E
2
S
N
V
氏
が
、
SHah-Ea
属
菌
の
内
で
柄
子
蛍
の
存
す
る
種
類
に

適
用
し
て
創
設
し
さ

nEE守
∞

-
s
g
に
公
し
た
物
で
あ
る
。
共

ωR-mEωζ
。吋

ltmrzzに
掲
げ
ら
れ
た
属
徹
は
弐
の
様
で

あ
る
。
「
柄
子
殻
は
届
球
形
表
皮
に
被
は
れ
《
班
鮪
性
、
業
に
生
十
る
V

後
孔
ロ
生
生
占
T
《
膜
質
、
柄
胞
子
は
紡
錘
形
一
隔
膜
、
緑
黄
乃
至
無

色
先
端
に
長
き
三
側
の
繊
毛
主
生
や
る
。
子
柄
は
無
又
は
不
鮮
明
lhvSHah-H乱
。
と
は
主
と
し
て
柄
子
殻
D
存
在
に
よ
り
て
回
開
る
」
・
拘
S
S

q
B
a
a
-
v
オ
ホ
ヂ
へ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
の
棄
に
生
や
る
拘
・

S
包
容

ω
E
C
P
L拳
げ
て
居
る
。
極
め
て
小
さ
い
嵐
で
現
在
ま
で
は
S
氏
菌
譜
に
掲

げ
ち
れ
た
の
は
凡
て
で
地
聞
か
一
一
一
割
で
あ
る
。

ハ
シ
メ
キ

ARE--
一
勝
又
は
樺
木
科
ハ
田
市
H
Z
U
S
R〉
或
は
其
近
似
の
科
に
寄
生
す
る
積
額
も
た
く
形
態
に
於
て
著
者
の
菌
と
相
一
致
す
る



ヒ
メ
ヤ
シ
ヤ
プ
シ
の
禍
瑳
病
菌
に
就
ざ
ま

一一一五五

と
息
死
ゆ
る
種
類
も
見
営
ら
た
い
。
夫
故
本
種
は

胸
骨
併
に

h
a
L
a
a
h
a
s
r
m同Mon-ロ。〈

の
新
名
を
適
用
し
記
載
す
る
.
共
記
相
は
次
の
如
く

で
あ
る
。

』
同
唱
。
ミ
自
主
a
a
hミ
s
h
a
m宮
n
・ロ。，、・

国向肺門ロロ

m
g
Eロ
a
E
P
N
a包
Z
仲間国・丘ロ加
E
ロ帥
4
・
岳
民
民
♂

σ
Eロ
ロ
丘
閉
山
間

q
g丘
町

4
e
v
-
-
z
p
m勺向閉山肌
4
・
h
w
同
市
加
民
即
時
間
、
加
古
σ
g
p

r
3
8
2・
4
向島市

B庄

司

骨

骨

n
F
生
ロ
官
同

g
F
手
l
H安
官
丘

E
-
手
IHN宮
島
即
日
下
旬

OEHUSHOU同
F
S白

H
M
5
4・
言

語

。戸山〈肺門冊目♂叶・

ω
1
5・。×
ω
i空
・
回
路
相
互

F
ロ
B
B
E
E
n持
政
・
明
市
昨
山
加
者
庁
長
官
官

E
U
H
ω
|鼠
×
宮
高
島
回
目
帥

匂
息
・
同
ロ
同
0
ロ
2
4
-
s
h
h
室
、
3
a帽

S
『
・
詰
尻
町
民
ま

3
8
山
口
∞
島
広
島

R
P
耳目
4
・
富
山
口
汽
官
官
回
目
制
{
〈
・

zapgv

3. 

防

除

策

上
記
雨
菌
の
寄
生
に
よ
り
て
起
る
掲
班
病
は
其
帯
血
病
欣
況
並
に
病
菌
の
性
欣
か
ら
し
て
其
防
除
策
と
し
て
は
弐
の
諸
項
の
賓
行
が
望
ま
し

ν、。
て
被
害
重
の
鹿
理
、
本
病
被
害
の
病
葉
は
期
に
先
ち
で
落
下
し
地
表
又
は
土
中
に
て
越
冬
し
翌
春
費
生
を
悶
と
た
す
物
で
あ
る
か
ら
落
.

葉
は
出
来
る
だ
け
鄭
寧
に
掻
き
集
め
焼
却
す
る
か
叉
は
深
き
坑
を
掘
ワ
で
之
に
埋
め
る
事
。

二
、
春
季
五
月
頃
か
ら
四
J
六
斗
式
ボ
ル
F
ウ
液
を
撒
布
す
る
事
、
殊
に
僚
か
で
も
蜜
生
の
衝
が
あ
れ
ば
置
ち
に
撒
布
を
行
ひ
其
後
ご
週

間
後
位
に
更
に
一
回
撒
布
す
る
事
・



u
a
M
ヤ
シ
ヤ
プ
シ
の
禍
瑳
錆
薗
m
h

獄
ぎ
て

一-
一五
六

圃

版

の

設

明

包
』
ヤ
hv
骨
・
プ
-
シ
の
禍
斑
病
菌
』

rzz?と
弘

F
S
の
彩
感
。

柄
子
殺
{
一
五

O
出
回
、
第
』
晶
画
、
・
閲
上
岡

O
O倍
、
第
三
園
、
岐
阜
鐙
株
磐
関
ケ
原
菌
閣
に
於
け
る
被
害
状
況
、
潟
賓
の
中
央
部
は
被
害
に
よ

句
富
閉
業
せ
る
物
を
一
示
す
。
第
四
綱
、
困
問
胞
子
、

Ea芽
煎
汁
懇
実
情
獲
基
上
に
焔
聾
し
て
形
成
の
物
、
一

O
O
O倍
、
第
五
回
、
柄
胞
子
の
綬
芽
、
袈
芽
煎

汁
挙
支
出
国
議
基
上
源
氏
二
四
礎
応
℃
一
八
時
後
一
一
丑

O
倍
、
第
六
圏
、
同
上
、
五

O
O倍
、
第
七
圏
、
病
薗
四
の
純
純
情
益
、
馬
鈴
署
附
間
持
刊
普
天
熔
岨
官
事
に

土
問
一
度
に
一

0
日
聞
は
唱
差
せ
る
薗
喧
圏
、
第
八
圏
、
証
明
子
殻
三

O
O倍
、
第
九
組
、
柄
胞
子
七
五

O
倍

第
一

i
一
同
却
、
ヒ
メ
ヤ
以
ヤ
プ
タ
の
禍
蕊
病
鳴
り
亡
、
加
。

e・
去
、
管
ミ
ミ
ミ
倫
明
属

EF'a-容
認
h
F
4
4
・
aE-
早
急
・
的
形
態

第
一

O
鋼
、
柄
子
般
五

O
O倍
、
第
一
一
舗
、
同
上
玉

O
O倍
、
第
一
一
一
嵐
、
柄
胞
子
一
五

O
O倍
、
第
一
一
一
園
、
柄
子
般
五

O
O倍
、
第
一
四
鋼
、

第

?
i九
圃

第
一
一
幽

柄
胞
子
一
五

O
O倍

‘ 
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